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4.内 容

横倉会長、松原副会長、石井常任理事が設立32年目を迎えたハーバード大学公衆衛生

大学院武見国際保健プログラムの視察を行った。先ず、プログラムの現状と今後にっい

て、マイケル・ライシュ主任教授との面談を行った後、ライシュ教授が本年9月より 1

年間のサバティカル(長期間勤務者に付与される長期休暇)に入るため、その間にプロ

グラムの事務局長として任命されたジェシー・ボードマン・バンプ准教授(2010-11年

武見フェロー、米国)の紹介があった。バンプ事務局長の任期は 3年間。また、 HSPH

ではライシュ教授の後任の主任教授を公募している。

研究発表では、10名の武見フェローによる報告(後出)を受け、横倉会長、松原副会

長、石井常任理事から各報告者へコメント、アドバイス及び質疑応答が行われた。その

後、同大学院等に所属する日本人研究者との懇談を行った。

午後からは、フりオ・フレンク学院長との面談で、武見プログラムの評価と将来のあ

り方、ライシュ教授の後任について意見が交わされた。横倉会長から、後任人事は指導

力に加え、日本に理解があり、日本医師会と共にプログラムを支えていける人材が好ま

しいことが伝えられた。フレンク学院長からは、武見プログラムは30年以上も継続され

たプログラムで、50ケ国を超えるフェローが国際保健と公衆衛生を学ぶなどの特色があ

り、ハーバード大学の中でも高い評価を得ていることが述べられた。そして、日本医師

会の支援を受けながら将来においても是非継続していきたいとの意向が示された。

続いて Harvard GlobalHealthlnstitute のディレクターでもある、 HSPH のアシシュ・ジ

ヤ教授との面談が行われ、医療の質研究の第一人者である同教授と、医療の質の評価、

アメリカの医学教育の問題点やオバマケアについて議論を行った。

同日夜には、在ボストン日本総領事公邸において、平成27年春の外国人叙勲「旭日中

綬章」を受賞したライシュ教授への伝達式が行われた。伝達式には、本会代表団、武見、

フェロー、ハーバード大学関係者含め約S0人が参加した。冒頭、姫野勉総領事からライ

シュ教授に賞状並びにメダルが授与され、引き続き参加者を代表して横倉会長が祝辞を

述・ミた。

また、 4日(木)にニューヨークを訪れ、 JETR0 ニューヨークセンターを訪問し、川

端裕之駐在員(厚生労働省)と面談。オバマケアの下でのアメリカの医療事情にっいて

説明を受けた他、 TPP について意見交換を行った。

さらに、東日本大震災発生時に米軍の協力の下、被災地への医薬品搬送の活動に従事

し、現在ユニセフの緊急管理担当官としてニューヨークで活動する有井麻矢医師と面談

し、医療分野の国際情勢について議論を交わした。
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6.20B、2014年武見フェロー報告者
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4.内容:20IS年アメリカ医師会(AMA)年次総会において、スティーブン・ス

タック新会長就任式に出席した。スタック会長はケンタッキー州出身の救急医で、

年齢は43歳と AMAでは過去 160年における最も若い会長である。次期会長にはぺ

ンシルベニア州出身の整形外科医で AMA 理事のアンドリュー・ガーマン医師が選

出された。その他、会期中にAMA幹部、世界医師会(WMA)役員等の海外招待者

との意見交換を行った。また、石井常任理事が、ロニット・カッツ医師(米軍所属、

スタンフォード大学教授)と面談し、「災害への備え」に関して意見交換を行った。

5.日程

6月8日(月)海外招待者対象夕食会出席、石井常任理事面談

9日(火)スタック新会長就任式出席、年次総会夕食会出席

6. AMA総会期間中に面会したAMA幹部

2015年アメリカ医師会(AMA)年次総会出席(報告)の件
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